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（別紙様式）

都道府県番号 １１

都道府県名 埼 玉 県

（①□ ②□ ③レ ）

Ⅰ．学校名及び規模

小鹿野町立小鹿野中学校

計 教員数１年 ２年 ３年 特殊学級

３ ３ １ ７ １８学級数 ３

児童数 ３ ３３６１１０ １１２ １１１

Ⅱ．実践研究の概要

・主題（テーマ）

「学力向上を目指した学習指導の研究」

・テーマ設定の趣旨

個に応じた指導の充実に努めることにより、基礎・基本を確実に身

に付けさせ、それをもとに、自ら学び、心豊かに自分を表現する生徒

の育成を目指す。

Ⅲ．実践研究の内容について

（ⅰ）研究体制の工夫

・ 研究推進委員会を核として、基礎学力研究部会、学習指導研究部会、

評価・評定研究部会、中高一貫教育研究部会の４部会を構成し、研究内

容を細かく分担し、明確化を図っている。

（ⅱ）実践研究の内容

ア 信頼性の高い評価規準の作成と評価計画表の完成

イ 学力調査の結果や自己評価の継続指導による自主的な学習に取り組む

態度の育成

ウ 学力向上を目指した弾力的な教育課程の編成

エ 表現力を高める学習指導の工夫
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（ⅲ）成果と課題

○ 成 果

ア 目標に準拠した評価に対する意義と重要性について、全職員の共通理

解が得られると同時に、指導に生きる評価活動に努めることができるよ

うになった。

イ 日々の授業の評価の累積を学期末の評価・評定に結びつけられるよう

になった。

ウ 理科・英語科等において生徒の自己評価と教科の特質を生かした習熟

度別指導の工夫が進められた。

エ 教育課程編成の全体構想の中で、総合的な学習の時間や選択教科の重

要性が再認識され、位置付けについての検討ができた。

○ 課 題

ア 生徒の学習状況を適切に評価するための、学習過程における多様な評

価方法の工夫

イ 確かな学力の向上を目指す学習展開のさらなる工夫

ウ 選択教科における補充的な学習と発展的な学習の内容の検討及び充実

エ 少人数指導による習熟の程度に応じた学習、課題別学習等の工夫

オ 豊かな心と表現力の育成を目指した総合的な学習の時間の実践研究

カ 学力向上を目指した弾力的な教育課程の編成

キ 家庭学習の習慣化を図るための指導の工夫

（ⅳ）成果の普及方策

ア 秩父地区学力向上研究協議会における発表

イ 各教科ごとの研究協議会における授業公開及び発表

ウ 教育課程地区研究協議会における提案者としての発表

エ 指導方法の工夫・改善研究協議会での発表

オ 小鹿野町教育研究冊子への研究内容の掲載

カ 保護者への取組の説明と成果の発表

キ ホームページの開設と研究概要の掲載


